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研究成果の概要（和文）：人類の宇宙進出に伴って生じうる諸問題を扱う分野として宇宙倫理学を確立するため
の基礎研究が、本研究計画の目的であった。この目的を達成するために、宇宙進出に伴う倫理上の諸問題につい
て学際的な観点から議論の整理、体系化、論点の抽出と明確化を行った。そして、その成果を論文集『宇宙倫理
学』として出版することで、宇宙倫理学の核心となる論点および議論全体の見取り図を提示した。この見取り図
は、今後の宇宙開発をめぐる社会的あるいは世界的な議論の土台となるべきものである。

研究成果の概要（英文）：In this research, we have extracted, clarified and systematized  arguments 
on ethical issues that accompany human space exploration from the interdisciplinary point of view. 
The result of this project was published as a collected papers "Space Ethics." This book shows an 
overview of the core issues and arguments of space ethics.

研究分野： 倫理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
近年、民間の参入などの要因によって宇宙開発が再び活発になっている。科学技術の進展という意味では好まし
いことであるが、同時に資源や環境劣化を含む持続可能性の問題、軍事などの問題が宇宙にも持ち込まれつつあ
るということを意味する。本研究では、そうした既存の問題が宇宙開発に伴って、どのような新しい側面を持ち
つつあるのかという「近い問題」だけでなく、宇宙進出が長期的に見て人間社会や人類そのものにどのような
（倫理的かつ長期的な）影響を及ぼしうるかという「遠い問題」まで視野に入れることで、宇宙開発における倫
理問題の全体図を提示した。この成果は今後の宇宙開発に関する社会的議論のための基盤となるものである。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 宇宙開発をめぐる倫理問題は、国内においても国外においても、体系的には研究されてこなか
った。先行研究としてはアンソロジー (Hargrove 1986)などがわずかに存在するだけであった。
そのわずかな論文についても、執筆者は倫理学の専門家ではなく、宇宙開発の関係者であるこ
とが多かった。近年になって米国を中心にようやくこの状況は変化しつつある (Milligan 2015 
など)が、それでもまだ論点の整理がはじまったばかりという段階であった。そのため研究開始
の時点では、宇宙の倫理問題を語るために必要な基礎的な概念の整理も不十分で、宇宙開発を
めぐる問題圏の全体像すら明確に描かれておらず、何が重要な問題かということも未だ整理さ
れていないという状況であった。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、以上のような背景を踏まえて、宇宙倫理学という分野の確立に必要な基礎
研究を遂行することにあった。 
より具体的には、１） 宇宙開発について倫理的な議論を行う際に必要な中心概念の整理、2) 宇

宙開発について現在すでに顕在化している「近い問題」と将来的に生じることが予想される「遠
い問題」を区別し、それぞれの中で更に問題となりうる論点を整理する、３）宇宙倫理学の鍵
となる問いの同定及び明確化、という三つの作業に取り組むことであった。 
 
３．研究の方法 
 研究方法としては、文献研究、および学際的なメンバーによる議論というのが主な方法であ
った。後者については、プロジェクトメンバーを学際的な構成とした上で、海外からの講師も
含めてプロジェクト外部からも多様なインプットを受けた上でディスカッションを重ねた。 
 
４．研究成果 
 研究成果としては、上の研究目的の欄で述べた三つの作業に対応する成果が得られ、宇宙倫
理学の全体像を提示することが可能になったということが挙げられる。そうした成果は論文集
（伊勢田ほか 2017）としてまとめられ、出版されている。 
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